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日商簿記1級＆全経上級ダウンロード講座 

工原No.9【副産物と連産品】 

 
収録日：平成 25年 8月 18日 

 

【出題実績】 

 日商簿記１級過去問 126回原価計算 

 全経簿記上級過去問 165回工業簿記 

 

 

 検定簿記講義 サク スッキリ 教科書 

ページ数 8 20 13  

副産物 〇 ◎ ◎  

物量基準 △ ◎ ◎  

市価基準 △ ◎ ◎  

修正見積正味実現可能

価額法 

× ◎ ◎  

追加加工 △ ◎ ◎  

 

◎説明あり、例題あり ○説明あり、例題弱い、△説明弱い、例題あり、×説明弱い、例題弱い 

（「弱い」は「ない」を含みます） 

 

 

●他の箇所で説明又は例題あり 

 

日商・全経とも最近出題されるようになってきました。 

工業簿記でも原価計算でも出題できる。さらに追加加工の意思決定に関連させる事もできる。そ

して等級別原価計算の理解を問う事もできる。 

という訳で、しっかり確認しておく必要があります。 

 

日商の過去問は計算項目多いので、まずは全経の過去問でしっかり理解を深めましょう。 

その上で日商の過去問にチャレンジして下さい。 

 

U-TUBE無料動画ではレジュメで説明します。 

 

ダウンロード講座では、全経 165回の過去問を説明します。 
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連産品 

基本的には工程別＋等級別総合原価計算の考え方 

 

 第 1工程 

 

材料＋労務費＋経費 

 

 Ｘ 

 

 Ｙ 

      第 2工程（追加加工） 

 ｚ Ｚ 

 

 

Ｘ：Ｙ：Ｚ 数量で按分して各原価算出（２級の等級別と同じ） 

 

Ｘ：Ｙ：Ｚ 見積販売価額（見積正常市価）で按分して原価算出 

（Ｘ：Ｙ：ｚでそのまま按分は無理 Ｚの金額から zを逆算） 

 

      尚、連結原価の按分計算時はすべて見積価格や見積数量で計算 

      その後の実際原価計算は実際額で計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

連結原価 

（JointCost） 
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第１工程の原価は？ 

 Ｘ800個 

                @1,000円 

 

 Ｙ600個 

                @1,400円 

 

 ｚ100個 Ｚ 100 @5,400円 

                ＠ 

         見積加工費 180,000 

 

 

 

第 2工程（Ｚのみ） 

 

      前工程費              加工 

 

 

 

 

  

 実際加工 

               費 

 

 

 

 

 

  

ここの見積売価の比率で按分

します 

190,000 

（例題） 

第一工程の原価は 1,500,000（1,500個が完成した。） 

製品 生産数量 正常売価 分離後の個別実際(見積)加工費 

Ｘ 800 1,000  

Ｙ 600 1,400  

Ｚ 100 5,400 190,000（180,000） 

 

 

 

連結原価 
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修正見積正味実現可能価額法（こんなイメージです） 

 

     

 Ａ Ｂ 計 

売上 10,000 20,000 30,000 

連結原価   15,000 

追加加工費 1,000   

利益   15,000 

利益率   50% 

 

  この表からＡとＢの原価を求めよう 

 

 

 

 Ａ Ｂ 計 

売上 10,000 20,000 30,000 

連結原価 4,000 10,000 15,000 

追加加工費 1,000   

利益 5,000 10,000 15,000 

利益率 50％ 50％ 50% 

 

 

 

副産物の処理は［仕損の評価額］と同じ方法で計算 

 

副産物発生地点を月末仕掛品が通過していたら両者負担（度外視法）という考え方も同じ。色々

な設例が考えられるので、問題文の指示に従う事。 
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前頁はこの清書 

 

実際は、この下書きで解きました 


